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博多港港湾計画（改訂）の方向性について 

 

 

１．港湾計画とは 

・港湾の開発，利用及び保全に関する基本となる法定計画 

・10～15年程度の将来に向けた，港湾整備や管理運営等の指針となるもの 

 

２．港湾計画（改訂）の必要性 

・現計画（H13年 7月改訂）の目標年次（H20 年代前半）を超過 

・現計画の国際海上コンテナ取扱量等の目標値を超過 

・「博多港長期構想」の提言（H24年8月），「第９次福岡市基本計画」の策定（H24年12月） 

・船舶の大型化，クルーズ需要の高まりなど，博多港を取り巻く環境も変化 

   ⇒港湾計画の改訂が必要 

 

３．今後の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．改訂の方向性について 

  ・以下のとおり 
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博多港港湾計画（改訂）の方向性について 〔博多港の概況〕

１ 博多港の概況１．博多港の概況

■博多港の役割
日本はエネルギ の９割以上 食料の約６割を海外に依存

～ 博多港の地理的優位性 ～
■輸出入貨物量（全国） ■貿易額（全国）※１

・日本はエネルギーの９割以上，食料の約６割を海外に依存
・輸出入貨物の99.8%，貿易額では約８割が港を通じて取引
・博多港は，地理的優位性を活かし，日本の貿易活動の一翼を

担う重要な社会インフラとして機能

・経済成長著しい東アジアに近接
・北米，欧州とダイレクトにつなぐ基幹航路ルートに近接
・太平洋側で発生が想定される南海トラフ地震での影響は少ない

海 陸 空の輸送モ ドが半径5k 圏内に集積

博多港の地理的優位性

・博多港は，福岡市の経済や雇用，税収に大きな効果をもた
らしている（市内総生産等の３割）とともに，九州西日本
の産業を支えている。

・海，陸，空の輸送モードが半径5km圏内に集積
・九州における経済の中心である福岡市にあり，陸路の交通網が充実

※１
出典：貿易統計 財務省（平成２５年）

港湾計画※の経緯

Ｓ２７ 福岡市が博多港の港湾管理者になる
幹航
路ル
ート

Ｓ３５ 港湾計画策定 ⇒ 「商港」に加え，「工業港」を目指す
Ｓ４７ 港湾計画改訂 ⇒ 「流通港湾」に方針転換
Ｓ５３ 港湾計画改訂 ⇒ 陸続きのターミナル計画，都市側の要請による臨海部の開発
Ｈ １ 港湾計画改訂 ⇒ アイランドシティを自然環境に配慮した島形式に転換

光陽
連運港

基幹
航

Ｈ １ 港湾計画改訂 ⇒ アイランドシティを自然環境に配慮した島形式に転換
物流のコンテナ化進展への対応，中央ふ頭再開発

Ｈ１３ 港湾計画改訂 ⇒ コンテナ物流強化，中央ふ頭における国内外の旅客対応

以降 社会経済情勢 変化に対応するとともに 事業 進捗状況等に応じ 適宜 港湾

500km

1,000km

200km

基幹
航路
ルー
ト

以降，社会経済情勢の変化に対応するとともに，事業の進捗状況等に応じて，適宜，港湾
計画の変更を行うことで，施策を展開してきた。

※港湾法に基づき定める 港湾の開発 利用及び保全に係る基本計画

廈門門

※港湾法に基づき定める，港湾の開発，利用及び保全に係る基本計画。
概ね10～15年後を目標年次とする。

～ 博多港の経済効果等 ～

■博多港の特徴

国際拠点港湾として・・・
・国際海上コンテナ取扱個数(91万TEU)は全国６位。九州の輸出入コンテナの半分以上を担う

■博多港の特徴

アジア、北米など11か国・地域43の主要港と41航路月間218便のサービス実現
・貿易額は２兆９千億円（全国１０位）
・世界トップクラス企業の輸出拠点【ブリヂストン（タイヤ），トヨタレクサス（自動車）】
・家具 衣類等の生活必需品の輸入拠点 一部は関東など広域に出荷・家具，衣類等の生活必需品の輸入拠点。一部は関東など広域に出荷。
・九州に輸入される食料用小麦の全量を取扱い
・先駆的な港湾運営（物流ITシステム，環境配慮型荷役施設）

国際交流の窓口として・・・
・中央ふ頭・博多ふ頭の再開発により，ウォーターフロントの賑わい創出
・外国航路船舶乗降人員数（86.6万人）は22年連続日本一

不定期航路（クルーズ船等）の乗降人員数（422万人）は過去最高(H24)から倍増不定期航路（クルーズ船等）の乗降人員数（42.2万人）は過去最高(H24)から倍増
・外航クルーズ船寄港回数は99回（H22・H24・H26は日本一）
・国際会議開催数全国第２位

２１世紀の先進的モデル都市を実現する場として・・・
・アイランドシティ整備事業

海辺を活かした良好な居住空間の供給の場として・・・海辺を活かした良好な居住空間の供給の場として・・・
・シーサイドももち，マリナタウン

港を通じた環境の保全と創造する場として・・・
ゾ 自・エコパークゾーンにおける人と自然の共生

・国際港湾協会総会にて，エコ・コンテナターミナルが港湾環境金賞を日本初受賞
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博多港港湾計画（改訂）の方向性について 〔目的と方針〕

２ 港湾計画改訂の目的 ３ 港湾計画改訂の方針（案）２．港湾計画改訂の目的 ３．港湾計画改訂の方針（案）

第９次福岡市基本計画などの上位計画や博多港長期構想の提言，ならびに博多港を取り巻く
課題や要請などを踏まえ，博多港の地理的優位性など独自の強みを活かした施策を展開してい

博多港は豊かな暮らしや雇用創出に貢献するとともに，アジア・世界とのゲートウェイ機能を
高め，わが国の成長を牽引していくため，‘活力と存在感に満ちた「日本の対アジア拠点港」’

博多港

くために，港湾計画の改訂を行う。
高め，わが国の成長を牽引していくため， 活力と存在感に満ちた 日本の対アジア拠点港」
を目指していく。

国の

基本方針

福岡市

基本計画

長期構想

博多港港湾計画
（平成１３年７月改訂） 都市の成長を牽引するみなとづくり方針１

取り巻く

課題・要請

（平成１３年７月改訂）

■目標年次：平成20年代前半

※目標年次を経過

都市 成長を牽引するみなと くり方針

交流を促進し親しまれるみなとづくり方針２

環境を守り・育てるみなとづくり方針３ 活力と存在感に満ちた
‘日本の対アジア拠点港’

港湾計画の改訂 （目標年次：平成３０年代後半）

※目標年次を経過 日本の対アジア拠点港

■第９次福岡市基本計画(H24.12策定)

都市像：活力と存在感に満ちたアジアの拠点都市
目 標：国際競争力を有しアジアのモデル都市となっている

（目標値：平成34年）
■コンテナ取扱個数：１３０万ＴＥＵ

外国航路乗降客数 物流

人流
環境

施 策：成長を牽引する物流・人流のゲートウェイ など

■博多港長期構想(H24.8提言) ■港湾の開発等に関する基本方針(H26.12改正)

■外国航路乗降客数：２１０万人

～生活・雇用・経済を支える～

物流

～～～ ３つのエンジン（方針）で加速 ～～～

■博多港長期構想( . 提言)

～アジアの中で輝きを放つ
オンリーワンのみなとづくり～

１．物流：アジアと世界へつながる元気なみなと
２ 人流：アジアと新たな交流時代のみなとまち

■港湾 開発等 関する基本方針( . 改 )

・産業の国際競争力と国民生活を支える物流体系の構築
・国民の安全・安心の確保への貢献
・良好な港湾環境の形成

活力のある美しい港湾空間の創造と適正な管理 都市の成長を牽引するみなとづくり方針１〔第１エンジン〕

① コンテナターミナルの機能強化

② 国際・国内ＲＯＲＯターミナルの機能強化

２．人流：アジアと新たな交流時代のみなとまち
３．環境：自然と共生した環境先進港

・活力のある美しい港湾空間の創造と適正な管理
・新たな海洋立国の実現に向けた海洋政策の推進
・ストック型社会に対応した効率的・効果的な事業

都市の成長を牽引するみなとづくり方針１〔第１エンジン〕

物流

■取り巻く主な課題や要請

１．経済状況，社会的要請
・経済発展を続けるアジアの活力の取込み

② 国際・国内ＲＯＲＯタ ミナルの機能強化

③ 自動車輸出拠点の形成

④ 臨港交通ネットワークの形成

⑤ 既存ストックを活用した港湾施設の機能再編（ビルド＆スクラップ）経済発展を続けるアジアの活力の取込み
・産業立地競争力強化への支援（日本のものづくり支援）
・輸送品質の高い物流（迅速性，定時性，安全性，環境）
・観光立国の推進
・厳しい財政下における公共インフラ整備の選択と集中 民間活力の導入

⑤ 既存ストックを活用した港湾施設の機能再編（ビルド＆スクラップ）

⑥ 防災拠点の形成

⑦ 安定的な航路維持（土砂受入先の確保）

・厳しい財政下における公共インフラ整備の選択と集中，民間活力の導入
・南海トラフ地震などによる太平洋港湾被災時の対応
・人と自然との共生 など

２．博多港における主な課題・問題点
⑧ ク ズ船受 環境 強化

交流を促進し親しまれるみなとづくり方針２〔第２エンジン〕

人流
博多港 課題 問題点
・コンテナ取扱個数・外国航路乗降客数の増大や船舶大型化への対応
・施設の老朽化，持続的な港湾機能の確保
・ＭＩＣＥ機能の強化
・ウォーターフロントにおける日常的な賑わいの創出 など

⑧ クルーズ船受入環境の強化

⑨ ウォーターフロントの活性化

⑩ 良好な景観形成

人流

・ウォ タ フロントにおける日常的な賑わいの創出 など

満杯に近いコンテナターミナル

環境を守り・育てるみなとづくり方針３〔第３エンジン〕

⑪ エコパークゾーンの環境質の向上

⑫ 港湾活動における環境負荷の低減

コスタ・ビクトリア
総乗客定員：2,394名

ふじ丸
総乗客定員：600名

環境

② 国際・国内ROROターミナルの機能強化【再掲】

⑩ 良好な景観形成【再掲】
老朽化する港湾施設高まるクルーズ需要（３隻着岸） クルーズ客で混雑する岸壁

ボイジャー・オブ・ザ・シーズ
総乗客定員：3,840名 岸壁鋼管杭の腐食
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博多港港湾計画（改訂）の方向性について 〔取組施策と今後の進め方〕

４ これからの取組施策（案）４．これからの取組施策（案）

①コンテナターミナルの機能強化 ⑪エコパークゾーンの

３つの方針に基づき，以下の取組施策について検討していく。

都市の成長を牽引するみなとづくり方針１

コンテナ取扱量の増加ならびに船舶大型化に対応した，大水深岸壁（耐震強化）の整備や

③自動車輸出拠点の形成 環境質の向上
都市の成長を牽引するみなとづくり方針１

物流

コンテナターミナルのヤード拡張など。

ＲＯＲＯ船の特徴を活かした輸送の利便性向上を図るための，岸壁（耐震強化）の整備や
アイランドシティ

エコパークゾーン

船 特徴 活 輸 便性 ，岸 （ 震強 ） 備
ヤードの拡張など。
※ＲＯＲＯ船の特徴：コンテナ船より早い・航空機より安い・環境にやさしい・輸送品質が高い貨物船

アイランドシティ

④臨港交通ネットワークの形成

自動車輸出台数の増加や船舶大型化に対応した，岸壁の整備やヤードの拡張など。

臨港地区と都市部を繋ぐ幹線道路の整備による，円滑な臨港交通体系の形成。

⑦安定的な航路維持
（土砂受入先の確保）

香椎パークポート第
１
エ
ン
ジ

臨港地区と都市部を繋ぐ幹線道路の整備による，円滑な臨港交通体系の形成。

戦略的なアセットマネジメントの展開（老朽化した港湾施設の機能向上・廃止等）。
効率的で使いやすい港づくりや将来的なまちづくりに備えた，段階的な港の機能再編。

②国際・国内ＲＯＲＯターミナル
の機能強化

箱崎ふ頭

ジ
ン

効率的で使いやすい港づくりや将来的なまちづくりに備えた，段階的な港の機能再編。

大規模地震時においても安定的な物資供給や救助等活動を可能とする，耐震強化岸壁の
整備や防災拠点の形成整備や防災拠点の形成。

船舶の安全かつ円滑な航行を確保・維持するため，継続的に発生する浚渫土砂を安定的
に受け入れる海面処分場 須崎ふ頭

中央ふ頭

博多ふ頭

東浜ふ頭

に受け入れる海面処分場。

荒津地区

須崎ふ頭
博多ふ頭

交流を促進し親しまれるみなとづくり方針２

⑨ウォーターフロントの活性化

⑥防災拠点の形成
⑧クル ズ船受入環境の強化

第
２
エ

クルーズ船の増加や大型化に対応した，岸壁や航路整備など。 ～博多港全体を対象エリア～
⑤港湾施設 機能再編（ﾋﾞﾙﾄﾞ＆ ｸ ﾟ）

交流を促進し親しまれるみなとづくり方針２

人流

⑧クルーズ船受入環境の強化
⑨ウォーターフロントの活性化
⑩良好な景観形成

エ
ン
ジ
ン

第
２
エ
ン
ジ

「 ウォーターフロント地区（中央ふ頭・博多ふ頭）の再整備」の取組みにあわせた，賑わい空間・
親水空間の創出 小戸ヨットハーバーの利用促進など

⑤港湾施設の機能再編（ﾋﾞﾙﾄﾞ＆ｽｸﾗｯﾌﾟ）
⑩良好な景観形成
⑫港湾活動における環境負荷の低減

５．今後の進め方

ジ
ン

親水空間の創出。小戸ヨットハーバーの利用促進など。

景観形成の指針づくりなど，民間事業者の協力を得ながら親しまれるみなとの景観の創造。

H27年度

（
改

地 交 港

H27年2月

各
施港

環境を守り・育てるみなとづくり方針３

野鳥公園の整備や海域での水底質の改善。ならびに，市民との共働による環境の保全と
創造の促進第
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環境を守り 育てるみなと くり方針

環境

創造の促進。

船舶と鉄道輸送との連携強化や，環境配慮型荷役機械の導入の促進。

第
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博多港港湾計画（改訂）の方向性について【参考資料】

■『これからの博多港』に関する市民の意見 （H26.9実施 回答数：177件）

①今後概ね 年間 取組む必要な施策
■国際海上コンテナ取扱個数の推移 ■外国航路船舶乗降人員数の推移

■博多港の港勢

80

90

100

75 2
84.4 84.5 87.3 84.6 86.6

80

90

100

75 76 75
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①今後概ね１０年間で取組む必要な施策（上位３件）

・アジアとのシームレスな物流の実現

・都心部ＷＦにおける福岡の新しい顔づくり

老朽 港湾施 新 機能 編

万TEU 万人

■国際海上 ンテナ取扱個数の推移 国航路船舶 降 員数 推移

■紹介した取組み施策

ﾋﾞｼﾞｮﾝ１ 社会インフラとしての港の整備

a．世界的な船舶大型化への対応（航路の整備）
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75 ・老朽化した港湾施設の更新と機能再編

過去最高 ２２年連続
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b．取扱量の増加への対応（新たなコンテナターミナルの整備）

c．老朽化した施設の更新，港湾機能の再編

ﾋﾞｼﾞｮﾝ２ アジアに近い地理的優位性を活かした戦略づくり

d アジアとのシームレス物流の実現

10

20

30

40

10

20

30

40過去最高
を記録
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110 d．アジアとのシ ムレス物流の実現
e．港湾活動における環境負荷の低減
f．物流情報ＩＴシステムの拡大

ﾋﾞｼﾞｮﾝ３ 集客・交流都市の舞台づくり
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g．都心部ウォーターフロントにおける福岡の新しい顔づくり

h．クルーズ新時代に対応したアジアの玄関口づくり

ﾋﾞｼﾞｮﾝ４ 市民との共働によるアメニティ空間の創造

i 博多湾の広大な水域を舞台とした賑わいづくり
■輸出入貨物（H25年）

ゴム製品
家具装備品

衣服・身廻品・はきもの

輸出 輸入
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ａ． ｂ． ｃ． ｄ． ｅ． ｆ． ｇ． ｈ． ｉ． ｊ． ｋ． ｌ．

40.8% 42.0% 55.7% 66.1% 29.9% 28.7% 59.8% 38.5% 29.3% 39.1% 22.4% 21.8%
i．博多湾の広大な水域を舞台とした賑わいづくり
j．誰もが親しめる港の景観づくり
k．人と自然との共生による豊かな環境の創造
l．アイランドシティのまちづくり

②自由意見（128件）
27%

23%13%
7%4%

4%
2% 20% 完成自動車

再利用資材

自動車部品

10% 7%
7%
7%

7%5%4%4%4%

45%

衣服 身廻品 はきもの

麦

電気機械

動植物性製造飼肥料

分類
意見

主な意見概要13% 産業機械

化学薬品

電気機械

そ 他

5%4%4%4%
野菜・果物

製造食品

木製品

その他日用品
650万トン 1,141万トン

分類
意見

件数
主な意見概要

○魅力ある港づくりとともに，国際競争に打ち勝つ機能強化をしていただきたい。

○港を中心に陸・空とのシームレス物流の交通網を構築。（日本を牽引していく代表的なインフラ）
その他

その他日用品

その他 物流
39件

（30%）

○老朽化した港湾施設の更新には，地震・津波等の災害対策の観点も必要。

○コンテナターミナルの機能強化（効率的なバンプール等の配置，364日24時間搬出入体制の構築等）

○検疫・貨物検査場の集約化が必要。

○臨港道路の整備の充実。（各ふ頭からストレスなくアクセス可能な交通網の整備・構築）

■移出入貨物（H25年）

その他輸送機械移出 移入 ○臨港道路の整備の充実。（各ふ頭からストレスなくアクセス可能な交通網の整備 構築）

人流
3２件

（25%）

○外国からの観光客を迎えるふ頭の環境の整備が必要。（産業と観光ゾーンは分けるべき）

○民間投資をうながして複合商業等施設を整備し，アジアの代表となる港づくりをお願いしたい。

○市民や観光客が，港を見に行きたくなるような施設や催しがあると良い。

18%

18%

31%

その他輸送機械

取合せ品

完成自動車
38%

5%
5%
3%
3% 18%

石油製品

完成自動車

砂利・砂

移出 移入

（25%） 市民や観 ， 見 行き くな な施設や催 あ 良 。

○中央・博多ふ頭やｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨから都心部（博多駅，天神駅）への公共交通機関を充実してほしい。

環境
6件

（5%）

○港湾整備による経済発展と環境負荷の低減をバランスよく推進していくことが重要。

○豊かな自然環境が多いため 自然環境と調和した景観の創造を望む

%

17%5%4%4%
4% 製造食品

麦

その他日用品371万トン

16%12%
5%

セメント

鋼材

重油1 063万トン （5%） ○豊かな自然環境が多いため，自然環境と調和した景観の創造を望む。

その他
51件

○アジアへの玄関口として，物流・観光の両面で博多港の発展（未来を切り拓く先進港）に期待する。

○博多港は九州を背後地域にもつ一大港湾であり，地域全体の発展の要となる開発や整備は港湾管理者
の重要な使命である

■貿易額の推移

金属製品

その他

371万トン
取合せ品

その他

1,063万トン

その他
（40%）

の重要な使命である。

○世界とのボーダレス化を摘みとれるチャンスが大きい博多港だからこそ，改革にはスピード感を持っ
て取り組んでもらいたい。

■貿易額の推移

③【参考】取組みへの共感（無回答2件を除く）

共感できた

９割以上が共感

86 83 3 3

共感できた

概ね共感できた

あまり共感できなかった

175件

0 50 100 150 200
共感できなかった
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